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 はじめに	
 

高レベル放射性廃棄物は、ガラス固化体を製作し

保管されるが、高レベル放射性廃棄物中には遷移金

属、ランタノイドや白金族など多くの元素が含まれ

ている。中でも白金族や Mo はガラスに溶けにくく、

ガラス固化体製作において析出してしまう為に問題

となる。特に Mo 元素に着目し、原料をスラリー状

態にし、加熱して模擬廃液試料を作製した。作製し

た試料を粉体にし、透過法や蛍光法により Mo-K 吸

収端で XAFS 測定を行い、Mo の化学状態や挙動観察

を行った。	
 

2   実験 
ガラス原料（粒径数十μm の粉末）、乾燥高模擬

廃液（再処理過程で発生する放射性廃液の内、放射
性核種を非放射性元素や挙動が似た元素に置換えて
模擬し作製した廃液を乾燥させた原料）粉末に蒸留
水約 20wt%を添加し、アルミナ製自動乳鉢を用いて
十分に粉砕・混合を行い、スラリー状原料を作製し
た（図１）。スラリー状原料をアルミナ坩堝に入れ、
それを電気炉で空気中で加熱した。温度 800℃、10
分加熱した試料を 2016S1、60 分の試料を 2016S2、
1200℃、10 分加熱した試料を 2016S3、60 分の試料
を 2016S4 とした。冷却後、試料をアルミナ坩堝か
ら取り出し、粉砕し、ポリエチレン袋に入れ、透過
法 XAFS 測定用試料とした。	
 

3   結果および考察 
	
 Mo-K吸収端での 2016S1〜S4試料の EXAFSスペ
クトルを比較のための MoO3と共に図２に示した。

基本的には 4試料ともにそのスペクトルはほぼ同一
であり、MoO3とは異なるスペクトルを示した。こ

れまで測定してきた MoO4
2-化合物と同様なスペクト

ルを示したことから、6価の Moイオンから成る
MoO4

2-構造に一致していると推測される。加熱温度

が低く、時間も短い 2016S1と S4試料のスペクトル
がほぼ同一であり、安定した MoO4

2-構造であること

から、スラリー状原料にしたことにより反応速度が

促進されたことが考えられる。 
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 まとめ	
 

これまで行ってきた放射光イメージング測定は、

不均一な試料中でも目的元素の挙動がわかった。ま

た、原料をスラリー状態にし、試料作製法を変えた

ような試料でも XAFS を測定することにより、目的

元素の化学状態把握や比較が簡便で有効であること

がわかる。	
 

	
 

	
 

	
 
	
 

図１：スラリー状原料の作製。

	
  	
 

	
 

	
 
	
 
図２：スラリー状原料から作製した試料及び MoO3 の 

Mo-K 吸収端 EXAFS スペクトル（Δμ＝１に規格化）。	
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